
出席者46名・欠席者12名・免除会員2名
麻田・福田・後藤・和泉享・岸上・眞鍋・松山・森高・中野昌
尾崎・武中・谷本-会員

　
75.49％（2/10）

夏見　良宏

和泉　清憲

塩田　等

∵ 2月のプログラム
1 (№１)-新入会員歓迎会

10 (№2)-特別講演会

15 (№3)-IM報告

22 (№4)-クラブフォーラム

∵ 他RC例会変更
丸亀東　2/13親睦ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会

　　　2/20RI創立記念夜間例会
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お知らせ

例

■会長挨拶

『わたしを離さないで』

中国科学院の研究チームが、ヒトと同じ「霊長類」に属する動物として初めて

の「クローン」のカニクイザルを2匹誕生させたことをアメリカ

の科学誌に発表した。一方、すでに中国深圳市の研究所で

は年間500匹のクローン豚作られ、新薬の開発に向けての

研究が行われている。又、日本においても、文部科学省は

「人の臓器を持つ動物を作製する研究についての研究を解

禁する」とし、この分野の研究が進むことが期待されている

ようだが、動物たちの気持ちを思うと素直には喜べない。 ｸﾛｰﾝ猿

「ﾁｮﾝﾁｮﾝ」「ﾎﾜﾎﾜ」

■会長報告

平成30年1月27日に開催されました、橘会員の旭日小綬章授賞記念祝賀会

のアルバムを高岡会員に作成して頂き、丸亀RCとして贈呈させて頂きます。

■幹事報告∵ ニコニコＢＯＸ；

クラブフォーラムを終えて

　竹内君

今日は猫の日。先日息子がｺﾞﾙﾌ

ｺﾝﾍﾟで優勝できました。今後とも

宜しく願いします。

　加内君

<ニコニコ会計累積/￥346,000>

∵ がんばるＢＯＸ；

早退します

　塩田君

なんとなく

　秋山憲夫君

ガンバレ　ニッポン

　夏見君

IM報告できなくてすみません

　中川君

先日の特別講演ご協力ありがとう

ございます。誕生日ありがとうござ

います。

　岡田君

丸亀法人会、講演会出席

宜しくお願いします。

　天野君

<がんばる会計累積/￥274,310>
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のアルバムを高岡会員に作成して頂き、丸亀RCとして贈呈させて頂きます。

■幹事報告

①新入会員候補者 大西信亮氏の公開

意義のある方は７日以内に申し出てください

②ロータリー手帳の締切が本日です

■例会事業；クラブフォーラム；ロータリー情報委員会竹内委員長

クラブ計画書に記載しております通り、当委員会の一番の

仕事は、ロータリー情報を会員の方に発信することですが、

委員長としての一番の仕事は新入会員の方に対して適切

なロータリーの考え方を伝えることです。今年は3名の方に

説明させて頂きました。本日は、ガバナー事務所が保有し

ているDVD41巻から比較的新しくわかりやすい39巻「ようこ

そロータリー会員基盤向上ｾﾐﾅｰ」を取り寄せましたので

視聴して頂きたいと思います。

・抜粋のつゞりの紹介について；横田会員

㈱熊平製作所は新聞や雑誌などからえりすぐった珠玉のエッセーやコラムを

小冊子にまとめ、宮内庁や企業、団体、個人に無償で頒布しています。1931

年からほぼ毎年1冊ずつ出しており80年以上の歴史があります。当社創業者

の熊平源蔵は、小学校しか卒業していませんが、幼少時から本に親しみ、感

銘を受けた文章をスクラップしていましたが、自分の元だけにおいておくのは

もったいないと思い立ったのが小冊子作りの始まりだそうです。創刊号の発

行部数は3000部からスタートし現在は45万部を発行しています。1年で250～

300本の記事を切り抜き、そこから60～80本に絞り、最終的に40本に絞り込む

ようです。送付先は、宮内庁や金融機関、病院など、個人から希望があれば

対応してくれます。反響は大きく、毎年1000通を超える礼状が届いています。

本書籍は平成30年2月1日付けの日本経済新聞にも紹介されました。

E-mail,office@marugamerc.com    http://www.marugamerc.comTel,0877-23-8300　Fax,0877-23-8321
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（裏へ続く）


